
１．地区の概要
焼畑蕎麦苦楽部がある尾向地区は、椎葉村を含む高千穂郷・ 椎葉
山地域が世界農業遺産に認定される際に大きな評価要素となった伝
統農法である焼畑農業を唯一今日まで継承している地区である。

２．団体の概要
焼畑蕎麦苦楽部は、失われつつある相互扶助の精神を取り戻し、
伝統を守り継ぐため、平成20年に設立され、地元消防団や青年団、
世界農業遺産高千穂郷･椎葉山地域活性化協議会など村内外の団体等
と連携しながら活動している。

３．団体の取り組み

○ 山を畑とみなし、農薬や化学肥料を一切使わない自然農法である
焼畑を組織的に実施するとともに、村内外で普及活動を行っている。

○ 焼畑で栽培された雑穀を加工したクッキー等を村内外のイベント
等で販売し、活動資金の確保につなげている。

○ 提供する焼畑の火入れやソバ打ち等の体験プログラムには、村内
外の小学生、都市住民、海外の学生など年間300～400人が参加して
おり、村内の活性化･人材育成につながっている。

○ 平成30年からは、関係団体が実施する焼畑を行った山でヒエやア
ワ等を栽培し加工や料理を学ぶ「 焼畑雑穀オーナー制度」 を連携し
て進めており、都市住民との交流を拡大させている。
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焼畑蕎麦苦楽部（宮崎県椎葉村）

体験プログラムの提供伝統農法「焼畑」の火入れ

世界ブランドで交流の輪を都市部や海外へと広げ、伝
統農法「焼畑」の継承と山村の振興を図る。
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焼畑雑穀オーナー制度活動
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